
第
二
期
刊
行
の
意
義

　
東
洋
大
学
で
は
創
立
四
〇
周
年
に
『
円
了
全
集
』
、
七
〇
周
年
に
『
著
作
選
集
』
の
出
版
が
公
表
さ
れ
、
八
〇
周
年
に
は
『
井
上
円

了
全
集
』
刊
行
が
討
議
さ
れ
た
が
、
企
画
だ
け
に
終
わ
っ
て
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
「
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
記
念
論
文
集
編
纂
委
員
会
」
は
、
四
度
目
の
『
井
上
円
了
選
集
』
刊
行
を
決

定
し
た
。
そ
れ
は
「
全
集
を
前
提
と
す
る
選
集
」
で
、
全
一
〇
巻
の
う
ち
の
三
巻
を
記
念
事
業
の
出
版
物
と
し
配
布
す
る
こ
と
と
決

定
し
、
「
第
一
部
会
」
が
編
集
・
刊
行
を
担
当
し
、
「
哲
学
・
宗
教
」
に
関
す
る
主
要
著
作
（
単
行
本
）
を
、
親
し
み
や
す
い
よ
う
に

現
代
表
記
に
改
め
、
一
巻
毎
に
解
説
を
付
し
て
出
版
し
た
。
第
一
部
会
は
こ
の
他
に
、
『
井
上
円
了
の
教
育
理
念
』
（
新
書
版
）
を
刊

行
し
て
そ
の
責
任
を
果
た
し
、
記
念
事
業
の
終
了
と
同
時
に
、
現
在
の
「
井
上
円
了
選
集
編
集
等
委
員
会
」
に
発
展
的
解
消
を
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
恒
常
的
な
研
究
機
関
（
「
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
」
、
本
年
四
月
設
立
予
定
）
ま
で
の
間
の
継
続
刊
行
等
を

行
う
臨
時
の
委
員
会
で
あ
る
。

　
今
回
の
第
二
期
の
刊
行
で
は
、
第
四
巻
は
・
王
著
の
『
仏
教
活
論
』
の
続
編
、
第
五
巻
は
仏
教
思
想
と
哲
学
、
第
六
巻
は
日
本
仏
教
、

第
七
巻
は
仏
教
と
哲
学
に
関
す
る
諸
問
題
と
、
仏
教
分
野
を
四
冊
に
ま
と
め
た
。
こ
の
中
で
『
外
道
哲
学
』
は
専
門
書
と
し
て
研
究

の
上
で
別
冊
と
す
る
、
『
仏
教
心
理
学
』
は
心
理
学
分
野
に
い
れ
る
と
い
う
理
由
で
除
き
、
以
上
の
二
冊
以
外
の
主
要
著
書
は
全
部
収

録
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。

　
鹿
鳴
館
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
発
展
に
井
上
円
了
が
論
戦
を
張
っ
て
抗
し
た
の
は
、
仏
教
の
擁
護
と
革
新
を
願
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
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る
が
、
そ
の
論
拠
は
仏
教
の
進
化
論
に
よ
る
再
検
討
で
あ
り
、
科
学
的
な
進
化
論
に
堪
え
う
る
仏
教
と
堪
え
え
な
い
キ
リ
ス
ト
教
と

い
う
論
法
で
あ
っ
た
。
当
時
の
思
想
界
の
激
変
に
は
、
戦
後
の
民
主
化
時
代
よ
り
も
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
徳
川
封
建
権
力
を
倒

し
て
天
皇
制
を
樹
立
す
る
ま
で
に
、
国
学
と
い
う
復
古
思
想
し
か
な
く
、
ま
た
資
本
主
義
育
成
の
支
え
に
な
る
思
想
や
社
会
的
経
済

的
地
盤
も
な
い
ま
ま
に
、
政
府
の
政
治
的
対
策
が
強
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
井
上
円
了
の
生
き
た
時
代
は
、
激
変
の
背
後
に
あ

る
変
化
し
な
い
も
の
を
求
め
、
現
象
の
変
化
に
迷
わ
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
「
祭
政
一
致
の
天
皇
制
」
1
1
「
国
家
神
道
」
が
日

本
人
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
井
上
円
了
は
仏
教
の
真
如
に
そ
れ
を
求
め
た
。
神
道
、
天
皇
、
教
育
勅
語
な
ど
は
、
井
上

円
了
に
と
っ
て
は
歴
史
的
実
在
と
し
て
認
め
る
し
、
政
治
的
に
国
家
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
宇
宙
主
義
」
の
立
場
か
ら
み
れ

ば
、
変
化
し
て
ゆ
く
現
象
形
態
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
愚
夫
愚
婦
の
宗
教
」
と
よ
ば
れ
て
軽
蔑
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
一
向
宗

の
真
宗
の
名
を
あ
げ
て
「
余
が
所
謂
信
仰
」
と
井
上
円
了
は
言
い
き
っ
て
い
る
か
ら
、
学
者
と
し
て
の
単
な
る
科
学
的
論
理
に
基
づ

く
発
言
で
も
な
く
、
仏
教
へ
の
求
道
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
井
上
円
了
を
知
る
に
は
ど
う
し
て
も
仏
教
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
ま
た
日
本
の
思
想
を
学
ぶ
に
も
仏
教
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
第
二
期
の
刊
行
は
大
き
い
意

義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
部
印
度
哲
学
科
の
金
岡
秀
友
、
菅
沼
晃
、
田
村
晃
祐
、
河
村
孝
照
、
清
水
乞
、
森
章
司
、
里
道
徳
雄
、

以
上
の
先
生
方
の
全
面
的
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
代
表
記
は
三
浦
節
夫
氏
に
依
頼
し
た
が
、
実
に
多
く
の
困
難
な
問
題
が

あ
っ
た
こ
と
は
第
七
巻
の
「
編
集
後
記
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
最
後
に
紙
面
を
か
り
て
、
こ
の
本
の
編
集
、
出
版
関
係
者
に
心
か
ら
の
敬
意
と
謝
意
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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木
宏
夫
記
）
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